
寺厨

間
の

輸
を
遡

る
と

《
春
と
修
羅
第
二
集
》

「
鳥
の
遷
移
」
考
1

木
　
村

東
　
吉

［
キ
ー
ワ
ー
ド
　
宮
沢
賢
治

口
語
詩
　
詩
群
構
成

番
号
順
編
集
　
改
稿
］

15

は
じ
め
に

　
『
春
と
修
羅
第
二
集
』
（
以
下
、
『
校
本
　
宮
澤
賢
治
全
集
』
の
テ
キ
ス
ト
を

『
第
二
集
』
、
作
者
の
構
想
を
《
第
二
集
》
と
記
す
）
の
二
七
番
「
鳥
の
遷
移
」
（
一

九
二
四
・
六
・
二
一
・
）
は
、
作
晶
が
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
風
な
の
で
、
ま
ず
目
を

ひ
く
。
つ
い
で
、
こ
の
作
晶
が
、
詩
集
の
含
む
幾
つ
か
の
謎
と
関
連
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
謎
を
解
き
な
が
ら
見
て
い
く
と
、
詩
人
の
深
層
心
理
へ
の
関
心
や
、

「
心
象
ス
ケ
ッ
チ
」
の
方
法
の
一
端
も
見
え
て
興
味
深
い
。
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た

と
こ
ろ
に
留
意
し
つ
つ
、
作
者
が
構
想
し
て
い
た
詩
集
の
中
で
、
こ
の
作
晶
を
読
み

解
い
て
み
た
い
。

　
『
第
二
集
』
に
お
い
て
「
鳥
の
遷
移
」
を
見
た
場
合
、
不
思
議
に
思
わ
れ
る
最
初

の
こ
と
は
、
日
付
と
番
号
の
ず
れ
の
問
題
で
あ
ろ
う
。
『
第
二
集
』
は
、
全
集
の
編

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

集
者
が
作
晶
に
日
付
と
番
号
の
あ
る
詩
稿
か
ら
、
作
者
が
指
定
し
た
期
間
に
該
当
す

る
も
の
を
選
び
、
日
付
順
に
配
列
編
集
し
た
も
の
で
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
大
筋
で
前

半
に
二
番
か
ら
五
二
〇
番
ま
で
の
番
号
の
作
晶
が
配
列
さ
れ
、
次
に
突
然
三
二
六
番

に
返
っ
て
以
後
四
〇
三
番
ま
で
の
作
晶
が
配
列
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
前
半
に
は
番
号

の
重
複
や
、
前
の
番
号
が
後
ろ
へ
ず
れ
る
な
ど
の
錯
綜
が
あ
る
。
そ
の
中
で
二
七
番

「
鳥
の
遷
移
」
（
一
九
二
四
・
六
・
二
一
・
）
に
は
、
日
付
と
番
号
の
間
に
大
幅
な
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
さ

れ
が
あ
り
、
同
じ
よ
う
な
ず
れ
が
あ
る
三
〇
五
番
［
そ
の
洋
傘
だ
け
で
ど
う
か
な
あ
］

（
一
．
九
二
四
・
一
一
・
一
〇
・
）
と
並
ん
で
注
目
さ
れ
て
き
た
。

　
だ
が
、
日
付
と
番
号
の
ず
れ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
作
晶
が
融
合
さ
れ
た

際
、
番
号
は
若
い
方
を
引
き
継
ぎ
、
日
付
は
主
要
な
素
材
を
得
た
日
の
日
付
に
改
め

る
た
め
に
起
き
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
で
、
ひ
と
ま
ず
解
決
す
る
。
こ
の
仮
説
に
従

え
ば
、
日
付
順
に
整
理
さ
れ
て
い
た
ノ
ー
ト
稿
段
階
で
一
連
番
号
を
与
え
ら
れ
た
時
、

い
わ
ば
「
ウ
ル
働
鳥
の
遷
移
」
は
二
七
番
の
位
置
に
あ
っ
た
。
そ
の
時
の
日
付
は
、

二
五
番
「
早
春
独
白
」
（
一
九
二
四
・
三
・
三
〇
・
）
と
二
九
番
「
休
息
」
（
一
九
二

四
・
四
・
四
・
）
の
間
で
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、
こ
れ
が
一
四
五
番
「
比
叡
（
幻
聴
）
」

（
一
九
二
四
・
五
・
二
五
・
）
と
一
五
二
番
「
林
学
生
」
（
一
九
二
四
・
六
・
二
二
・
）

島
艮
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
人
文
⑧
社
会
科
学
）
第
二
十
八
巻
　
一
五
頁
∫
二
六
頁

平
成
六
年
十
二
月

sokyu



16

時
問
の
軸
を
遡
る
と
く
春
と
修
羅
　
第
二
集
V
「
鳥
の
遷
移
」
考
（
木
村
）

の
間
に
あ
っ
て
日
付
が
（
一
九
二
四
・
六
・
二
一
・
）
で
あ
っ
た
「
素
材
詩
稿
」
と

も
い
う
べ
き
も
の
と
融
合
さ
れ
て
、
現
在
の
二
七
番
「
鳥
の
遷
移
」
下
書
稿
（
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

が
成
立
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　
し
か
し
、
そ
れ
で
は
、
そ
う
し
た
操
作
が
な
ぜ
必
要
で
、
そ
う
ま
で
し
て
番
号
が
な

ぜ
継
承
さ
れ
る
の
か
。
番
号
が
意
味
す
る
も
の
は
何
か
。
こ
れ
ら
が
本
稿
で
考
え
て
み

た
い
次
の
謎
で
あ
る
。
『
春
と
彦
羅
』
（
第
一
集
）
で
は
日
付
順
の
作
晶
配
列
で
章
が
立

て
ら
れ
て
い
た
。
『
第
二
集
』
作
晶
は
、
原
稿
で
見
る
と
最
後
ま
で
日
寸
と
番
号
が
あ
る

が
、
生
前
発
表
に
日
寸
や
番
号
が
付
記
さ
れ
た
例
は
無
い
。
ま
た
、
改
稿
に
際
し
て
日

付
と
番
号
を
継
承
す
る
も
の
と
放
棄
す
る
も
の
と
が
区
別
さ
れ
て
い
て
、
一
度
放
棄
さ

れ
て
復
活
し
た
例
も
な
い
の
を
見
る
と
、
こ
れ
は
十
分
意
識
的
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
が
詩
集
の
編
集
方
法
に
関
わ
る
作
者
の
手
控
え

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
は
詩
集
構
成
の
究

明
に
関
わ
る
問
題
と
推
定
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、
詩
集
が
構
成
す
る
文
脈
は
作
晶
解
釈
に

も
深
く
関
わ
っ
て
く
る
。
そ
こ
で
筆
者
は
、
詩
集
構
成
究
明
の
た
め
に
、
《
第
二
集
》
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

詩
稿
整
理
に
関
す
る
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
仮
説
を
考
え
て
い
る
。

　
《
第
二
集
》
は
三
度
に
わ
た
っ
て
編
集
し
直
さ
れ
た
と
さ
れ
、
そ
れ
は
同
一
作
晶

に
三
種
の
清
書
稿
が
あ
る
も
の
が
多
数
あ
る
こ
と
で
確
認
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ

を
逆
に
考
え
て
、
定
稿
を
三
次
清
書
稿
と
し
、
赤
罫
用
紙
稿
で
二
つ
の
清
書
稿
が
あ

る
も
の
を
一
次
璽
二
次
の
清
書
稿
に
、
黄
罫
2
2
系
用
紙
稿
を
二
次
清
書
稿
の
補
遺
⑧

補
正
稿
に
位
置
づ
け
る
と
大
半
の
詩
稿
が
整
理
で
き
る
。
草
稿
的
詩
稿
は
次
の
清
書

稿
の
直
前
に
位
置
づ
け
る
。
こ
の
時
、
赤
罫
用
紙
の
清
書
稿
一
っ
だ
け
の
作
晶
と
、

最
初
の
清
書
稿
の
前
に
先
駆
的
草
稿
が
あ
る
作
晶
に
つ
い
て
は
、
傍
証
資
料
か
ら
す

る
と
前
者
を
一
次
清
書
稿
、
後
者
を
二
次
清
書
稿
段
階
の
追
加
稿
と
位
置
づ
け
ら
れ

る
。
こ
の
う
え
で
他
の
詩
形
（
詩
集
）
に
移
行
し
た
作
晶
と
《
第
二
集
》
と
の
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

を
個
別
に
確
認
す
れ
ば
、
こ
の
詩
集
の
三
段
階
の
輪
郭
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
さ
ら
に
『
第
二
集
』
の
全
体
を
見
渡
せ
ば
、
お
お
む
ね
紀
行
に
取
材
す
る
詩
群
と

日
常
生
活
に
取
材
す
る
詩
群
が
交
互
に
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
作
者
の
意

図
的
な
も
の
と
捉
え
て
詩
群
ご
と
に
ま
と
め
、
詩
稿
を
各
段
階
に
位
置
づ
け
る
と
、

一
次
清
書
稿
段
階
で
は
素
材
や
取
材
時
期
の
共
通
性
に
よ
る
緩
や
か
な
も
の
だ
っ
た

詩
群
構
成
を
、
二
次
清
書
稿
段
階
で
よ
り
緊
密
に
し
て
い
く
傾
向
が
あ
る
。

　
こ
の
仮
説
の
正
否
の
決
定
は
、
お
そ
ら
く
詩
集
全
体
を
構
成
す
る
詩
群
配
列
の
意

味
と
詩
群
内
部
の
有
機
的
構
成
が
ど
こ
ま
で
明
ら
か
に
な
る
か
。
ま
た
、
そ
れ
に
よ
っ

て
作
晶
が
ど
こ
ま
で
読
み
解
け
る
か
に
よ
る
で
あ
ろ
う
が
、
詩
集
全
体
の
問
題
に
つ

い
て
は
個
々
の
詩
群
に
つ
い
て
個
別
の
検
討
を
進
め
た
後
に
、
全
体
の
構
成
を
改
め

て
総
合
的
に
見
直
す
ほ
か
は
な
く
、
ひ
と
ま
ず
は
個
々
の
詩
群
と
作
晶
に
つ
い
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

検
討
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
。
本
稿
も
そ
の
作
業
の
一
部
に
他
な
ら
な
い
。

　
そ
こ
で
当
面
す
る
問
題
に
つ
い
て
い
え
ば
、
二
つ
の
詩
群
の
中
に
そ
れ
ぞ
れ
「
ウ

ル
⑧
鳥
の
遷
移
」
と
「
素
材
詩
稿
」
に
相
当
す
る
も
の
が
あ
っ
た
可
能
性
と
、
そ
の

一
方
が
不
要
に
な
っ
た
必
然
性
の
確
認
が
必
要
で
、
併
せ
て
、
詩
群
構
成
の
そ
れ
ぞ

れ
の
段
階
で
、
作
者
の
意
図
的
な
も
の
を
確
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
以

。
下
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
　
か
　
さ

　
［
そ
の
洋
傘
だ
け
で
ど
う
か
な
あ
］
に
っ
い
て
も
、
類
似
の
問
題
が
あ
る
が
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

れ
に
っ
い
て
は
別
稿
を
用
意
す
る
。
相
互
に
補
完
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
併
せ

見
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

二
　
詩
群
の
認
定
と
そ
の
変
容

二
七
番
「
鳥
の
遷
移
」
（
一
九
二
四
・
六
・
二
一

・
）
の
成
立
過
程
を
確
認
す
る
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た
め
に
、
『
第
二
集
』
を
作
晶
番
号
順
に
整
理
し
直
し
た
場
合
の
二
七
番
前
後
の
作

晶
を
み
る
と
、
　
《
五
輸
峠
紀
行
詩
群
》
と
《
測
候
所
紀
行
詩
群
》
の
中
間
に
位
置
す

る
も
の
と
し
て
、
三
月
三
〇
日
の
日
付
を
持
つ
＝
九
］
番
「
塩
水
撰
⑱
浸
種
」
、

二
一
番
「
痘
瘡
」
、
二
五
番
「
早
春
独
白
」
と
、
四
月
四
日
の
日
付
を
持
つ
二
九
番

「
休
息
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
を
《
一
九
二
四
年
早
春
詩
群
》
と
呼
ん
で
お
く
。

日
付
順
の
ま
ま
で
見
た
場
合
に
は
、
一
九
二
四
年
六
月
二
一
旦
則
後
の
作
晶
と
し
て
、

《
北
海
道
修
学
旅
行
詩
群
》
と
《
夏
夜
の
幻
想
詩
群
》
の
中
間
に
位
置
す
る
も
の
と

し
て
、
二
二
九
番
「
夏
」
（
一
九
二
四
・
五
・
二
三
・
）
、
一
四
五
番
「
比
叡
（
幻
聴
）
」

（
一
九
二
四
・
五
・
二
五
・
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
《
一
九
二
四
年
初
夏
詩
群
》
と

呼
ん
で
お
く
。

　
そ
こ
で
ま
ず
、
　
《
一
九
二
四
年
初
夏
詩
群
》
の
一
次
清
書
稿
　
　
　
表
1
　
《
一
九
二
四
年
初
夏
詩
群
》

か
ら
見
る
と
、
こ
こ
に
は
初
夏
の
鳥
の
声
に
強
い
関
心
を
寄
せ

形
が
成
立
す
る
以
前
に
こ
の
詩
群
は
消
滅
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
二
二
九
番
「
夏
」
に
つ
い
て
は
、
二
次
清
書
稿
に
当
た
る
下
書
稿
（
二
）
の
手
入

稿
が
未
完
成
の
ま
ま
、
以
後
文
語
詩
化
さ
れ
て
い
る
。
一
四
五
番
「
比
叡
（
幻
聴
）
」

に
も
二
次
清
書
稿
が
無
く
、
下
書
稿
（
一
）
の
用
紙
の
裏
が
七
五
番
「
北
上
山
地
の

春
」
の
下
書
稿
（
三
）
に
転
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
二
次
清
書
稿
へ
引
き
継
が
れ
る

以
前
に
放
棄
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
日
付
順
配
列
で
見
れ
ば
、
「
鳥
の

遷
移
」
は
詩
集
の
中
で
二
次
清
書
稿
以
後
孤
立
し
た
作
晶
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
た
だ
、
「
夏
」
下
書
稿
（
二
）
の
成
立
期
は
「
鳥
の
遷
移
」
下
書
稿
（
一
）
の
そ

れ
よ
り
後
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
段
階
ま
で
作
者
の
意
識
で
は
、
　
《
一
九
二
四
年
初

　
　
　
　
　
　
（
日
付
順
配
列
の
場
合
）

た
作
品
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
　
《
第
二
集
》
作
晶
の
番
号
が
と

び
と
び
で
あ
る
理
由
の
一
づ
に
は
、
詩
群
ご
と
の
モ
テ
ィ
ー
フ

の
統
一
や
関
連
を
意
図
し
た
作
晶
の
選
択
が
あ
る
が
、
二
二
九

番
「
夏
」
下
書
稿
（
一
）
「
峡
流
の
夏
」
に
は
、
「
た
ゾ
れ
た
や

う
に
鳥
の
鳴
く
／
い
く
つ
も
の
青
い
峠
を
越
え
る
」
と
あ
り
、

一
四
五
番
「
比
叡
（
幻
聴
）
」
の
下
書
稿
（
一
）
に
も
「
う
ぐ

ひ
す
も
年
老
っ
て
暗
か
な
い
の
で
」
と
い
っ
た
詩
句
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
こ
に
カ
ッ
コ
ウ
の
声
に
注
目
し
て
初
夏
を
描

い
た
「
鳥
の
遷
移
」
の
「
素
材
詩
稿
」
が
存
在
し
た
可
能
性
を
　
　
　
注
赤
一
次
は
赤
罫
用
紙
一
次
清
書
稿
。
赤
二
次
は
赤
罫
用
紙
二
次
清
書
稿
。
黄
2
2
罫
は
黄
罫
2
2
系
用
紙
稿
。
定
稿

指
摘
で
き
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
定
稿
用
紙
稿
。
算
用
数
字
は
下
書
稿
の
番
号
。
マ
ル
数
字
は
草
稿
的
詩
稿
。
△
印
㊧
印
は
一
次
清
書
稿
手
入
完

　
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
作
晶
の
詩
稿
を
点
検
し
て
み
る
と
、
　
　
　
成
時
に
同
じ
筆
記
具
で
っ
け
ら
れ
た
欄
外
の
マ
ー
ク
。
ル
ビ
の
テ
ン
ヨ
ゥ
は
、
詩
稿
の
裏
が
他
の
作
晶
の
草
稿
的

次
に
掲
げ
る
表
1
の
よ
う
に
な
っ
て
い
て
・
二
次
清
書
稿
手
入
　
　
　
下
書
稿
に
転
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

　
　
　
　
　
　
時
間
の
軸
を
遡
る
と
く
春
と
修
羅
　
第
二
集
V
「
鳥
の
遷
移
」
考
（
木
村
）

曇1ミ募曇1尊

∵簑夏11

l1lll1l

1杢㌧蓑

ヅ2 ・1蓑

31

1
嚢

1霧

藁1簑

sokyu

sokyu
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時
間
の
軸
を
遡
る
と
く
春
と
修
羅
　
第
二
集
V
「
鳥
の
遷
移
」
考
（
木
村
）

夏
詩
群
》
が
ま
だ
消
滅
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
を
考
え
る
時
、

「
鳥
の
遷
移
」
の
直
後
に
あ
る
一
五
二
番
「
林
学
生
」
（
一
九
二
四
・
六
・
二
二
・
）

の
存
在
に
触
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
下
書
稿
（
一
）
に
「
先
生
　
魔
が
ど
こ
か
で

馨
を
た
㌧
い
て
ゐ
ま
す
」
と
い
っ
た
鳥
の
モ
テ
ィ
ー
フ
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
下
書
稿
（
一
）
は
草
稿
的
で
あ
る
か
ら
二
次
清
書
稿
段
階
の
追
加
稿
と
見

ら
れ
る
。
こ
れ
を
先
の
筆
者
の
仮
説
と
併
せ
て
見
れ
ば
、
「
鳥
の
遷
移
」
等
の
「
素

材
詩
稿
」
の
代
替
作
晶
だ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
そ
の
場
合
は
、
こ
の
詩
群
の
再
構

成
を
試
み
た
と
も
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
結
果
か
ら
見
れ
ば
、
「
夏
」
下
書
稿
（
二
）

は
手
入
形
が
未
完
の
ま
ま
文
語
詩
へ
移
行
さ
れ
、
夏
夜
の
幻
想
的
情
景
を
描
い
た

「
林
学
生
」
は
、
「
亜
細
亜
学
者
の
散
策
」
［
温
く
含
ん
だ
南
の
風
が
］
［
こ
の
森
を
通

り
ぬ
け
れ
ば
］
［
北
上
川
は
炎
気
を
な
が
し
イ
］
と
と
も
に
、
《
夏
夜
の
幻
想
詩
群
》

　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

に
吸
収
さ
れ
て
い
る
。

　
表
皿
　
《
一
九
二
四
年
早
春
詩
群
》
　
（
番
号
順
配
列
に
改
め
た
場
合
）

　
こ
れ
に
対
し
て
、
番
号
順
配
列
で
あ
れ
ば
、
「
鳥
の
遷
移
」
は
一
次
清
書
稿
の
成

立
時
に
《
一
九
二
四
年
早
春
詩
群
》
に
あ
っ
て
、
「
素
材
詩
稿
」
は
「
鳥
の
遷
移
」

に
吸
収
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
「
鳥
の
遷
移
」
を
《
一
九
二
四
年
早
春
詩
群
》

に
加
え
て
見
る
と
、
前
後
の
作
晶
と
相
互
に
モ
テ
ィ
ー
フ
の
関
連
が
認
め
ら
れ
、
一

次
清
書
稿
段
階
の
緩
や
か
な
構
成
か
ら
洩
二
次
清
書
稿
段
階
の
主
題
的
関
連
に
よ
る

緊
密
な
構
成
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
過
程
が
見
ら
れ
る
。
次
に
そ
の
点
を
確
認
す
る
。

　
詩
集
の
各
段
階
の
詩
稿
の
組
み
合
わ
せ
は
、
表
■
の
通
り
で
あ
る
。
一
次
清
書
稿

の
手
入
段
階
で
、
い
ず
れ
も
㊧
印
が
つ
け
ら
れ
た
作
晶
で
あ
る
か
ら
、
ほ
ぼ
同
一
時

期
に
整
え
ら
れ
た
作
晶
と
見
ら
れ
る
。
各
段
階
ご
と
に
作
晶
相
互
の
関
連
を
見
て
い

く
と
、
大
体
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
ま
ず
、
問
題
の
「
鳥
の
遷
移
」
と
そ
の
前
後
の
三
作
晶
を
一
次
清
書
稿
手
入
形
で

確
か
め
、
次
い
で
他
の
作
晶
を
見
て
い
く
。
引
用
は
『
校
本
全
集
』
を
基
本
と
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
原
稿
の
コ
ピ
ー
も
参
照
し
た
。
た
だ
し
、
「
休
息
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
下
書
稿
（
一
）
に
㊧
印
稿
以
後
の
手
入
が
あ
る
ら
し
く
、

・㍑㍑1尊
蛮嚢毒霧111

lllll1l

ダ
2
ζ
2
2
ン

　赤21羨

キ
リ
パ
リ
3

黄
2
2
罫

定 定
定
稿

移
行
先

手
入
形
が
未
完
成
で
原
稿
の
コ
ピ
ー
で
は
正
確
を
期
し
が
た
い

の
で
、
こ
こ
で
は
第
一
形
態
を
引
用
す
る
。

注
　
表
1
と
同
じ
。

稿
。
ダ
ン
ペ
ン
、

な
お
、
ル
ビ
の
ヨ
ハ
ク
は
、
清
書
稿
の
余
白
に
書
か
れ
た
草
稿
的
詩
稿
で
、
事
実
上
の
手
入
れ

キ
リ
バ
リ
は
、
詩
稿
が
切
り
取
ら
れ
、
次
の
詩
稿
に
貼
り
っ
け
て
あ
る
事
を
示
す
。

　
　
二
五
　
　
早
春
独
白
　
　
一
九
二
四
・
三
・
三
〇
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
つ
ぎ

根
も
と
の
紅
い
萱
で
つ
く
っ
た
す
み
す
ご
を
／
頭
白
巾
も
ぬ

れ
て
背
負
ひ
な
が
ら
、
急
い
で
あ
な
た
が
電
車
に
乗
れ
ば
、

／
昼
の
電
燈
は
雪
ぞ
ら
に
っ
き
／
窓
の
ガ
ラ
ス
は
ぼ
ん
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
　
　
　
フ

り
湯
気
に
曇
り
ま
す
／
　
　
　
　
－
…
青
じ
ろ
い
凝
灰
岩

の
反
射
と
／
　
　
　
　
　
　
い
そ
が
し
く
顔
ふ
モ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
す
　
み

／
萱
で
つ
く
っ
た
木
炭
す
ご
を
／
も
う
百
枚
も
せ
な
に
負

sokyu
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ひ
／
山
の
嚢
も
け
ぶ
っ
て
な
ら
び
／
川
も
ご
う
ご
う
激
し
て
ゐ
る
／
山
峡
の

お
ぼ
ろ
な
嚢
の
な
か
を
／
凍
え
て
赤
い
両
手
を
頬
で
暖
め
な
が
ら
／
こ
の
町

行
き
の
貨
物
電
車
に
か
け
て
来
て
／
あ
な
た
は
わ
づ
か
に
乗
っ
た
の
で
し
た

／
　
　
　
　
…
…
雨
は
す
き
と
ほ
っ
て
ま
っ
す
ぐ
に
降
り
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
や

雪
は
し
づ
か
に
舞
ひ
お
り
る
／
　
　
　
　
　
妖
し
い
春
の
み
ぞ
れ
で
す
…
…

／
み
ぞ
れ
に
ぬ
れ
て
つ
つ
ま
し
や
か
に
あ
な
た
が
立
て
ば
／
ひ
る
の
電
燈
は

雪
ぞ
ら
に
燃
え
／
ぼ
ん
や
り
く
も
る
窓
の
こ
っ
ち
で
／
あ
な
た
は
赤
い
ナ
ッ

セ
ン
ネ
ル
の
ひ
と
き
れ
を
／
エ
ジ
プ
ト
風
に
か
っ
ぎ
か
へ
ま
す
／
　
　
…
…

氷
期
の
巨
き
な
吹
雪
の
蕎
は
／
　
　
　
　
と
き
ど
き
町
の
瓦
斯
燈
を
侵
し
て
、

／
　
　
　
　
そ
の
住
民
た
ち
を
沈
静
に
し
た
…
：
／
わ
た
く
し
の
黒
い
し
ゃ
っ

ぽ
か
ら
／
っ
め
た
く
明
る
い
雫
が
落
ち
／
ど
ん
よ
り
よ
ど
ん
だ
雪
ぐ
も
の
下

に
／
黄
い
ろ
な
あ
か
り
を
点
じ
な
が
ら
／
電
車
は
い
っ
さ
ん
に
は
し
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
二
五
「
早
春
独
白
」
下
書
稿
（
一
）
手
入
形
｝

　
　
二
七
　
　
鳥
の
遷
移
　
　
一
九
二
四
・
六
・
二
一
・

鳥
が
い
っ
ぴ
き
葱
緑
の
天
を
わ
た
っ
て
行
く
／
わ
た
く
し
は
二
こ
ゑ
の
か
く

一
」
う
を
聴
く
／
あ
の
か
く
こ
う
が
す
一
」
う
し
ま
へ
に
暗
い
た
の
だ
／
そ
れ
ほ

ど
鳥
は
ひ
と
り
無
心
に
飛
ん
で
ゐ
る
／
鳥
は
遷
り
／
あ
と
は
だ
ま
っ
て
飛
ぷ

だ
け
な
の
で
／
こ
こ
は
し
ば
ら
く
、
原
始
の
さ
び
し
い
空
虚
に
な
る
／
：
…

き
ら
ら
か
に
畳
む
山
地
と
／
　
　
青
じ
ろ
い
そ
ら
の
縁
辺
…
…
／
鳥
は
も
う

見
え
ず
／
い
ま
わ
た
く
し
の
い
も
う
と
の
／
墓
場
の
方
で
喘
い
て
ゐ
る
／

　
…
…
そ
の
墓
森
の
松
の
か
げ
か
ら
／
　
　
　
　
黄
い
ろ
な
電
車
が
す
べ
っ

て
く
る
／
　
　
　
　
ガ
ラ
ス
が
い
ち
ま
い
ふ
る
へ
て
ひ
か
る
／
　
　
　
　
も

う
一
枚
が
な
ら
ん
で
ひ
か
る
…
…
／
鳥
は
い
っ
か
ず
っ
と
う
し
ろ
の
／
練
瓦

工
場
の
森
に
ま
は
っ
て
暗
い
て
ゐ
る
／
あ
る
ひ
は
そ
れ
は
べ
っ
の
か
く
こ
う

で
／
さ
っ
き
の
や
っ
は
だ
ま
っ
て
く
ち
は
し
を
っ
ぐ
み
／
水
を
呑
み
た
さ
う

に
し
て
そ
ら
を
見
上
げ
な
が
ら
／
や
っ
ぱ
り
墓
の
松
の
木
な
ど
に
と
ま
っ
て

ゐ
る
か
も
わ
か
ら
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
二
七
「
鳥
の
遷
移
」
下
書
稿
（
一
）
手
入
形
｝

　
　
二
九
　
　
雲
の
肖
像
画
　
　
一
九
二
四
・
四
・
四
・

な
か
ぞ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね

中
空
は
青
く
う
ら
ら
か
な
の
に
／
西
嶺
の
雪
の
上
ば
か
り
／
ぼ
ん
や
り
白
く

淀
ん
で
ゐ
る
／
そ
こ
に
い
く
っ
も
の
雲
の
肖
像
画
／
　
　
…
…
そ
れ
は
み
な

／
　
　
　
　
巨
大
な
原
人
の
／
　
　
　
　
方
向
の
な
い
巨
巨
ま
の
雲
で
あ
る
…
：

／
ひ
ば
り
は
あ
ち
こ
ち
蹄
い
て
ゐ
る
／
／
氷
と
藍
と
の
東
撤
櫨
山
地
か
ら
／

つ
め
た
い
風
が
吹
い
て
き
て
／
　
　
　
　
（
お
ま
へ
は
わ
た
し
を
犯
し
て
も

い
い
）
／
っ
ぎ
か
ら
っ
ぎ
と
ま
こ
と
を
ち
か
ひ
／
ま
た
ア
カ
シ
ヤ
の
嫌
あ
る

枝
を
鳴
ら
し
た
り
／
す
が
れ
の
禾
草
を
頭
は
せ
る
／
　
　
…
…
そ
こ
に
三
本

よ
も
ぎ
の
茎
が
／
　
　
　
　
素
撲
な
木
沓
の
お
ど
り
を
っ
く
る
…
…
／

　
　
（
エ
ッ
コ
ロ
　
　
ク
ァ
ァ
）
／
風
を
無
数
の
ガ
ラ
ス
の
渦
が
浮
き
沈
み

／
雲
の
肖
像
画
は
ゆ
る
や
か
に
北
へ
な
が
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
二
九
「
休
息
」
下
書
稿
（
一
）
第
一
形
態
｝

　
三
作
晶
に
は
類
似
し
た
印
象
が
あ
り
、
伊
藤
眞
一
郎
氏
は
こ
れ
ら
を
連
作
と
し
て

　
　
　
　
　
　
（
8
）

解
釈
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
発
想
の
類
似
点
に
注
目
し
つ
つ
、
ま
ず
作
晶
の
概
要

を
把
握
し
て
お
き
た
い
。

　
「
早
春
独
白
」
の
詩
人
は
電
車
に
乗
り
、
窓
に
向
か
っ
て
い
る
。
川
端
康
成
の

『
雪
国
』
の
冒
頭
部
分
、
い
わ
ゆ
る
「
タ
景
色
の
鏡
」
の
場
面
と
同
様
の
構
図
で
あ

時
間
の
軸
を
遡
る
と
く
春
と
修
羅
　
第
二
集
V
「
鳥
の
遷
移
」
考
（
木
村
）



時
間
の
軸
を
遡
る
と
く
春
と
修
羅
　
第
二
集
V
「
鳥
の
遷
移
」
考
（
木
村
）

20

る
。
「
昼
の
電
燈
は
雪
ぞ
ら
に
っ
き
」
と
表
現
さ
れ
る
情
景
は
、
室
内
の
電
燈
が
電

車
の
窓
ガ
ラ
ス
に
写
り
、
車
窓
の
景
色
と
二
重
に
な
っ
た
時
見
ら
れ
る
。
「
こ
の
町

行
き
の
貨
物
電
車
に
か
け
て
来
て
／
あ
な
た
は
わ
づ
か
に
乗
っ
た
の
で
し
た
」
と
あ

る
の
も
、
農
婦
が
駅
に
駆
け
つ
け
た
姿
を
窓
の
外
に
見
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

詩
人
は
農
婦
が
駆
け
て
き
た
「
山
の
嚢
も
け
ぶ
っ
て
な
ら
び
／
川
も
ご
う
ご
う
激
し

て
ゐ
る
／
山
峡
の
お
ぼ
ろ
な
嚢
の
な
か
」
の
山
道
を
思
い
や
り
な
が
ら
「
ぼ
ん
や
り

湯
気
に
曇
」
っ
た
窓
ガ
ラ
ス
越
し
の
外
の
景
色
と
ガ
ラ
ス
に
写
っ
た
電
車
の
中
の
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
や

界
と
の
二
重
写
し
の
情
景
に
見
入
っ
て
い
る
。
伊
藤
氏
は
「
妖
し
い
春
の
み
ぞ
れ
」

の
中
を
走
る
電
車
の
窓
に
幻
の
如
く
浮
か
ぷ
こ
の
農
婦
の
姿
に
、
普
遍
化
さ
れ
た
ト

シ
の
像
を
見
て
お
ら
れ
る
。
想
定
さ
れ
る
作
晶
の
舞
台
は
お
そ
ら
く
大
沢
温
泉
駅
か

ら
花
巻
に
向
か
う
電
車
の
中
で
、
向
か
い
合
っ
て
座
れ
ば
膝
が
擦
れ
合
う
ほ
ど
車
巾

が
狭
か
っ
た
た
め
、
市
民
の
間
で
「
お
見
合
い
電
車
」
と
い
わ
れ
て
い
た
と
い
う
か

ら
、
詩
人
の
一
」
う
し
た
姿
勢
も
自
然
だ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

　
「
鳥
の
遷
移
」
で
は
、
「
早
春
独
白
」
の
春
の
み
ぞ
れ
の
後
に
、
初
夏
の
鳥
で
あ

る
カ
ッ
コ
ウ
が
登
場
す
る
の
で
唐
突
な
印
象
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
を
し
ば
ら

く
お
く
と
、
目
前
の
情
景
を
「
こ
こ
は
し
ば
ら
く
、
原
始
の
さ
び
し
い
空
虚
に
な
る
」

と
し
て
特
殊
な
空
間
と
み
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
第
一
形
態
で
は
、
こ
の
部

分
が
「
博
物
館
の
硝
子
戸
棚
の
な
か
に
な
る
」
と
な
っ
て
い
た
。
ガ
ラ
ス
越
し
の
風

景
に
似
て
、
何
か
を
隔
て
た
「
向
こ
う
側
の
風
景
」
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
入
っ
て

い
る
点
で
、
「
早
春
独
白
」
と
同
じ
構
造
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
原
始
の
世
界
へ
接
近

し
て
い
る
。
そ
こ
は
「
き
ら
ら
か
に
畳
む
山
地
と
」
「
青
じ
ろ
い
そ
ら
の
縁
辺
」
に

囲
ま
れ
た
世
界
で
、
「
い
も
う
と
の
／
墓
場
の
方
」
で
鳥
が
鳴
き
、
そ
の
「
そ
の
墓

森
の
松
の
か
げ
か
ら
」
「
黄
い
ろ
な
電
車
が
す
べ
っ
て
く
る
」
の
を
捉
え
て
い
る
。

賢
治
詩
に
お
い
て
は
鳥
と
ト
シ
の
イ
メ
ー
ジ
が
し
ば
し
ば
重
な
る
し
、
最
後
に
電
車

が
姿
を
現
す
の
も
二
つ
の
作
晶
の
関
連
の
深
さ
を
思
わ
せ
る
。

　
「
休
息
」
の
下
書
稿
（
一
）
「
雲
の
肖
像
画
」
の
第
一
形
態
で
も
、
部
屋
の
中
か

ら
窓
越
し
に
空
の
雲
を
見
た
詩
人
は
、
「
そ
こ
に
い
く
つ
も
の
雲
の
肖
像
画
／
…
…

そ
れ
は
み
な
／
巨
大
な
原
人
の
／
方
向
の
な
い
5
げ
岸
O
の
雲
で
あ
る
…
…
」
と
捉
え

て
い
る
。
背
後
か
ら
「
（
エ
ッ
コ
ロ
　
　
ク
ア
ア
）
」
と
聞
こ
え
て
い
る
か
ら
、
詩
人

は
お
そ
ら
く
「
ド
ン
⑧
ジ
ョ
バ
ン
ニ
」
を
聞
い
て
い
る
。
背
後
か
ら
聞
一
」
え
る
音
楽

に
愛
の
物
語
を
聞
き
取
り
な
が
ら
空
に
「
雲
の
肖
像
画
」
を
見
て
い
る
関
係
は
、

「
早
春
独
白
」
の
構
図
に
近
い
。
ま
た
、
「
雲
の
肖
像
画
」
に
「
巨
大
な
原
人
の
／
方

向
の
な
い
巨
げ
崖
O
」
を
見
る
詩
人
の
ま
な
ざ
し
は
、
空
に
「
原
始
の
さ
び
し
い
空
虚
」

を
捉
ら
え
る
「
鳥
の
遷
移
」
の
そ
れ
と
同
じ
も
の
と
い
え
る
。
精
神
分
析
学
の
用
語

を
持
ち
出
し
、
精
神
の
深
奥
に
錘
鉛
を
下
ろ
し
て
い
る
構
図
で
あ
る
。

　
そ
う
し
た
中
で
、
「
雲
の
肖
像
画
」
の
最
後
か
ら
三
行
目
に
、
第
一
形
態
で
「
無

数
の
ガ
ラ
ス
の
渦
が
浮
き
沈
み
」
と
あ
っ
た
と
こ
ろ
を
、
手
入
形
で
は
「
無
数
の
光

の
点
が
浮
き
沈
み
」
と
し
て
い
る
。
「
ガ
ラ
ス
の
渦
」
と
い
え
ば
風
花
も
印
象
さ
れ

る
が
、
「
光
の
点
」
と
す
る
こ
と
で
冬
の
名
残
の
印
象
を
弱
め
て
い
る
。
初
夏
の
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
「
鳥
の
遷
移
」
と
の
季
節
感
の
ず
れ
を
、
幾
ら
か
で
も
少
な
く
し
よ

う
と
す
る
試
み
で
あ
ろ
う
。
風
に
浮
き
沈
み
す
る
「
光
の
点
」
に
つ
い
て
い
え
ば
、

『
春
と
修
羅
』
（
第
一
集
）
の
序
文
で
「
わ
た
く
し
と
い
ふ
現
象
は
／
仮
定
さ
れ
た
有

機
交
流
電
燈
の
／
ひ
と
つ
の
青
い
照
明
で
す
」
と
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
作
者
の
人

間
観
を
根
底
に
お
い
た
、
「
乱
積
雲
の
群
像
」
の
夢
の
数
々
と
呼
応
す
る
も
の
で
あ

ろ
う
。

　
同
一
の
モ
テ
ィ
ー
フ
に
よ
る
詩
群
形
成
を
意
図
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
三
作
晶

の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
も
窺
い
え
よ
う
。
「
素
材
詩
稿
」
は
、
　
《
一
九
二
四
年
初

夏
詩
群
》
に
お
い
て
初
夏
の
風
物
と
し
て
鳥
の
声
を
捉
え
た
素
材
だ
っ
た
は
ず
だ
が
、
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そ
こ
に
「
向
こ
う
側
の
原
始
の
空
間
」
を
提
え
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
作
者
が
、

こ
れ
を
打
っ
て
つ
け
の
素
材
と
し
て
「
ウ
ル
⑧
鳥
の
遷
移
」
と
融
合
し
た
の
で
あ
ろ

う
。
第
一
形
態
の
「
こ
こ
は
し
ば
ら
く
／
博
物
館
の
硝
壬
戸
棚
の
な
か
に
な
る
」
と

い
っ
た
情
景
把
握
が
、
こ
れ
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
［
一
九
］
番
「
塩
水
撰
⑧
浸
種
」
と
二
一
番
「
痘
瘡
」
に
も
目
を
移
し

て
見
る
と
、
そ
の
下
書
稿
（
一
）
の
手
入
形
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
「
塩

水
撰
⑧
浸
種
」
の
作
品
番
号
に
［
］
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
原
稿
に
お
い
て
、

番
号
が
斜
線
で
消
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
は
、
直
前
の
作
品
「
晴

天
窓
意
」
と
番
号
が
重
複
し
て
お
り
、
作
者
が
そ
の
ミ
ス
に
気
づ
い
た
た
め
と
考
え

ら
れ
る
。

　
　
［
一
九
］
　
村
道
　
　
　
　
一
九
二
四
・
三
・
三
〇
・

電
線
は
伸
び
て
オ
ル
ゴ
ー
ル
も
き
こ
え
ず
／
赤
楊
の
梢
の
披
璃
の
綱
や
／
山

の
尖
り
も
氷
の
稜
も
／
あ
ん
ま
り
淡
く
け
む
っ
て
ゐ
て
／
ま
る
で
光
と
香
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ド
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
た
だ

け
で
で
き
て
る
や
う
／
湿
田
の
面
は
ま
だ
氷
晶
を
た
も
っ
て
ゐ
る
が
／
乾
田

の
雪
は
た
い
て
い
融
け
て
／
青
い
す
ゾ
め
の
て
っ
ぼ
う
も
／
あ
ち
こ
ち
に
萌

え
出
し
た
／
み
ち
は
や
は
ら
か
な
湯
氣
を
あ
げ
／
次
か
ら
次
と
町
へ
行
く
馬

の
足
な
み
は
ひ
か
り
／
そ
の
一
っ
の
馬
の
列
に
っ
い
て
來
た
黄
い
ろ
な
二
ひ

き
の
犬
は
／
尾
を
ふ
さ
ふ
さ
し
た
巨
き
な
ス
ナ
ッ
プ
兄
弟
で
／
こ
三
b
の
犬

と
烈
し
く
走
っ
て
好
意
を
交
は
す
／
ひ
ば
り
は
う
ろ
こ
雲
に
飛
び
／
ま
た
日

の
面
の
う
す
霧
や
／
麩
を
買
っ
て
糞
を
っ
く
り
／
雪
解
け
水
に
種
籾
を
っ
け

る
／
今
日
は
彼
岸
の
終
り
で
あ
る
／
ま
た
灰
光
の
く
る
み
の
森
や
／
何
が
出

る
と
も
わ
か
ら
な
い
／
巨
き
な
作
の
ト
ラ
ン
プ
の
／
ま
ず
一
枚
が
今
日
お
だ

や
か
に
め
く
ら
れ
る

｛
「
塩
水
撰
⑧
浸
種
」
下
書
稿
（
一
）
手
入
形
｝

　
　
二
一
　
痘
瘡
　
　
　
　
　
　
一
九
二
四
・
三
・
三
〇
・

ど
う
も
こ
の
／
日
脚
の
し
だ
い
に
伸
び
る
こ
ろ
／
か
き
ね
の
ひ
ば
の
冴
え
る

こ
ろ
は
／
こ
㌧
ら
の
お
ぼ
ろ
な
春
の
な
か
に
／
紅
教
が
流
行
し
だ
し
て
い
か

ん
の
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
「
痘
瘡
」
下
書
稿
（
一
）
手
入
形
｝

　
「
村
道
」
は
、
春
の
郊
外
の
景
色
を
「
赤
楊
の
梢
の
披
璃
の
網
」
の
向
こ
う
に

「
山
の
尖
り
も
氷
の
稜
も
／
あ
ん
ま
り
淡
く
け
む
っ
て
ゐ
て
／
ま
る
で
光
と
香
だ
け

で
で
き
て
る
や
う
」
と
捉
え
、
「
雪
解
け
水
に
種
籾
を
つ
け
」
て
一
年
の
農
作
業
に

取
り
掛
か
る
こ
の
日
の
世
界
を
、
「
巨
き
な
作
の
ト
ラ
ン
プ
」
と
し
、
「
ま
ず
一
枚
が

今
日
お
だ
や
か
に
め
く
ら
れ
る
」
と
見
て
い
る
。
「
披
璃
の
網
」
と
い
う
表
現
が
加

わ
っ
た
の
が
手
入
形
に
お
い
て
で
あ
る
の
を
み
て
も
、
詩
群
構
成
に
つ
い
て
作
者
が

意
識
的
で
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

　
詩
群
の
冒
頭
の
に
お
い
て
、
一
日
を
「
何
が
出
る
と
も
わ
か
ら
な
い
／
巨
き
な
作

の
ト
ラ
ン
プ
の
／
ま
ず
一
枚
」
と
見
て
い
る
以
上
、
以
後
は
多
様
な
日
々
が
展
開
し

て
良
い
わ
け
で
、
「
痘
瘡
」
の
日
も
そ
の
一
っ
な
の
で
あ
ろ
う
。
作
者
の
生
活
史
と

の
関
連
で
見
れ
ば
、
こ
の
時
花
巻
市
に
天
然
痘
が
発
生
し
、
感
染
経
路
は
古
着
商
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

古
着
と
報
道
さ
れ
て
い
た
。
二
月
半
ば
以
降
一
月
余
り
、
町
に
ま
相
当
の
緊
張
が
あ
っ

た
は
ず
だ
が
、
詩
人
の
視
点
は
高
踏
的
で
あ
る
。
こ
の
現
実
と
の
距
離
感
に
は
、
先

に
見
た
三
作
晶
の
「
向
こ
う
側
の
風
景
」
を
見
る
姿
勢
と
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
。

た
だ
、
次
の
三
作
晶
と
並
べ
て
見
る
時
、
「
痘
瘡
」
の
異
質
さ
は
否
め
な
い
が
、
一

次
清
書
稿
段
階
で
は
一
日
一
日
の
情
景
を
「
巨
き
な
作
の
ト
ラ
ン
プ
」
と
見
る
こ
と

時
間
の
軸
を
遡
る
と
く
春
と
修
羅
　
第
二
集
V
「
鳥
の
遷
移
」
考
（
木
村
）

sokyu
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時
間
の
軸
を
遡
る
と
く
春
と
修
羅
第
二
集
V
「
鳥
の
遷
移
」
考
（
木
村
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

で
、
そ
れ
も
織
り
込
ん
で
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
以
上
の
検
証
を
も
っ
て
、
「
鳥
の
遷
移
」
の
日
付
と
番
号
の
ず
れ
の
理
由
と
、
番

号
の
意
味
の
解
釈
は
で
き
た
と
考
え
る
が
、
そ
れ
で
は
、
詩
群
は
そ
の
後
ど
の
よ
う

に
展
開
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

三
　
二
次
溝
醤
稿
段
階
の
詩
群
構
造

　
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
二
一
番
「
痘
瘡
」
に
は
二
次
清
書
稿
が
な
い
。
「
痘
瘡
」

で
は
、
現
実
と
の
距
離
が
そ
の
ま
ま
心
象
へ
の
沈
潜
と
パ
ラ
レ
ル
に
な
っ
て
い
な
い
。

こ
の
点
に
気
づ
け
ば
、
詩
群
か
ら
の
削
除
も
自
然
で
あ
る
。
他
の
四
作
晶
も
改
稿
さ

れ
て
い
る
が
、
［
一
九
］
番
「
村
道
」
に
は
大
幅
な
加
筆
が
あ
り
、
題
名
も
「
塩
水

撰
⑧
浸
種
」
と
な
っ
て
い
る
。
内
容
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
［
一
九
］
　
塩
水
撰
爾
浸
種
　
　
　
　
一
九
二
四
・
三
・
三
〇
・

塩
水
選
が
済
ん
で
も
う
い
ち
ど
水
を
張
る
／
陸
羽
二
二
二
号
／
こ
れ
を
最
后

に
水
を
切
れ
ば
／
穎
果
の
尖
が
赤
褐
色
で
／
う
る
う
る
と
し
て
水
に
ぬ
れ
／

一
つ
ぷ
づ
つ
が
苔
か
何
か
の
花
の
や
う
／
か
す
か
に
り
ん
ご
の
に
ほ
ひ
も
す

る
／
旅
に
顔
を
寄
せ
て
見
れ
ば
／
も
う
水
も
切
れ
俵
に
う
つ
す
／
日
ざ
し
の

な
か
の
二
二
二
号
／
青
ぞ
ら
に
電
線
は
伸
び
、
／
赤
楊
は
あ
ち
こ
ち
ガ
ラ
ス

の
巨
き
な
篭
を
盛
る
、
／
山
の
尖
り
も
氷
の
稜
も
／
あ
ん
ま
り
淡
く
け
む
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
ド
　
ロ

て
ゐ
て
／
ま
る
で
光
と
香
ば
か
り
で
で
き
て
る
や
う
／
湿
田
の
方
に
は
／
朝

の
氷
の
骸
晶
が
／
ま
だ
融
け
の
こ
っ
て
ゐ
て
も
／
高
常
水
車
の
西
側
か
ら
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
タ
ダ

く
る
み
の
な
ら
ん
だ
崖
の
し
た
／
地
蔵
堂
の
巨
き
な
杉
ま
で
／
乾
田
の
雪
は

た
い
て
い
消
え
て
／
青
い
す
ゴ
め
の
て
っ
ぼ
う
も
／
空
気
と
い
っ
し
ょ
に
ち

ら
ち
ら
萌
え
る
／
み
ち
は
や
は
ら
か
な
湯
気
を
あ
げ
／
白
い
割
木
の
束
を
っ

ん
で
／
次
か
ら
次
と
町
へ
行
く
馬
の
あ
し
な
み
は
ひ
か
り
／
そ
の
一
つ
の
馬

の
列
に
つ
い
て
来
た
黄
い
ろ
な
二
ひ
き
の
犬
は
／
尾
を
ふ
さ
ふ
さ
し
た
大
き

な
ス
ナ
ッ
プ
兄
弟
で
／
こ
こ
ら
の
犬
と
／
は
げ
し
く
走
っ
て
好
意
を
交
は
す

／
今
日
を
彼
岸
の
了
り
の
日
／
雪
消
の
水
に
種
籾
を
ひ
た
し
／
玉
麩
を
買
っ

て
糞
を
つ
く
る
／
こ
こ
ら
の
古
い
風
習
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
「
塩
水
撰
働
浸
種
」
下
書
稿
（
二
）
手
入
形
｝

　
こ
の
改
稿
で
は
、
詩
人
が
苗
代
の
準
備
と
し
て
陸
羽
二
二
二
号
の
種
籾
の
浸
種
を

し
て
い
る
場
面
に
重
点
を
お
い
て
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
当
時
開
発
さ
れ
た
ば
か
り

の
新
晶
種
の
種
籾
の
選
別
を
終
え
て
、
こ
れ
を
植
え
る
田
野
へ
と
目
を
移
し
て
い
る
。

期
待
と
祈
り
を
込
め
て
の
作
業
で
あ
る
。
下
書
稿
（
一
）
段
階
で
「
何
が
出
る
と
も

わ
か
ら
な
い
／
巨
き
な
作
の
ト
ラ
ン
プ
の
／
ま
ず
一
枚
が
今
日
」
と
捉
え
ら
れ
て
い

た
心
理
の
変
奏
に
違
い
な
い
が
傍
観
的
で
は
な
く
、
積
極
的
な
働
き
か
け
が
見
ら
れ

る
。　

ま
た
、
高
台
に
あ
っ
た
花
巻
農
学
校
の
南
の
崖
下
の
高
常
水
車
、
西
側
一
キ
ロ
あ

ま
り
の
距
離
に
あ
る
地
蔵
堂
が
具
体
的
に
書
き
込
ま
れ
て
、
郊
外
の
農
村
風
景
が
現

実
感
を
高
め
、
実
際
の
地
理
に
即
し
て
い
え
ば
、
そ
の
先
に
次
の
「
早
春
独
白
」
の

舞
台
が
遠
望
さ
れ
る
関
係
に
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
「
早
春
独
白
」
の
改
稿
は
通
常
の
推
敲
の
範
囲
内
の
手
入
な
の
で
、
作
晶
の

引
用
は
省
略
す
る
。
た
だ
、
「
早
春
独
白
」
の
下
書
稿
（
一
）
で
、
「
根
も
と
の
紅
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
つ
ぎ

萱
で
つ
く
っ
た
す
み
す
ご
を
／
頭
自
巾
も
ぬ
れ
て
背
負
ひ
な
が
ら
、
急
い
で
あ
な
た
が

電
車
に
乗
れ
ば
、
」
と
あ
っ
た
冒
頭
部
分
が
、
下
書
稿
（
二
）
で
「
黒
髪
も
ぬ
れ
荷

縄
も
ぬ
れ
て
、
／
や
う
や
く
あ
な
た
が
車
室
に
来
れ
ば
」
と
改
め
ら
れ
る
と
、
女
性
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の
イ
メ
ー
ジ
は
一
段
と
詩
人
に
近
し
い
も
の
と
し
て
迫
っ
て
く
る
。
下
書
稿
（
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
す
　
み

で
「
萱
で
つ
く
っ
た
木
炭
す
ご
を
／
も
う
百
枚
も
せ
な
に
負
ひ
」
と
し
て
い
た
部
分

　
　
　
　
　
　
　
　
す
　
み

は
、
「
身
丈
に
ち
か
い
木
炭
す
ご
を
、
地
蔵
菩
薩
の
が
ん
か
何
か
の
や
う
に
負
ひ
」

と
改
め
て
、
農
婦
の
慎
ま
し
や
か
な
人
柄
も
湊
ま
せ
る
な
ど
、
表
現
上
の
洗
練
に
は

格
段
の
も
の
が
あ
る
。
「
塩
水
撰
⑧
浸
種
」
で
濡
れ
た
穎
果
に
見
入
り
つ
つ
「
か
す

か
に
り
ん
ご
の
に
ほ
ひ
も
す
る
」
の
を
感
じ
て
い
た
詩
人
は
、
そ
の
匂
い
を
身
に
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
や

と
い
な
が
ら
、
こ
こ
で
は
「
妖
し
い
春
の
み
ぞ
れ
」
の
中
を
走
る
電
車
の
中
に
い
る

詩
人
自
身
を
見
出
だ
し
て
い
る
。
列
車
が
「
巨
き
な
水
素
の
り
ん
ご
の
な
か
を
か
け

て
い
る
」
と
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
「
青
森
挽
歌
」
が
か
す
か
に
思
い
合
わ
さ
れ
な
く

も
な
い
。

　
因
み
に
い
え
ば
、
『
校
本
全
集
』
の
校
異
で
は
、
こ
の
改
稿
を
一
九
三
二
年
四
月

発
行
の
「
岩
手
詩
集
」
に
発
表
さ
れ
た
も
の
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
改

稿
時
期
が
確
認
で
き
る
も
の
の
中
で
、
赤
罫
詩
稿
用
紙
に
記
さ
れ
た
最
も
遅
い
例
で

あ
る
点
も
注
目
さ
れ
る
。

　
「
鳥
の
遷
移
」
の
改
稿
形
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
二
七
　
　
鳥
の
遷
移
　
　
一
九
二
四
・
六
・
二
一
・

鳥
が
い
っ
ぴ
き
葱
緑
の
天
を
わ
た
っ
て
行
く
／
わ
た
く
し
は
二
こ
ゑ
の
か
く

こ
う
を
聴
く
／
か
ら
だ
が
ひ
ど
く
巨
き
く
て
／
そ
れ
に
コ
ー
ス
も
水
平
な
の

　
　
　
　
　
　
　
バ
　
ネ

で
／
誰
か
模
型
に
弾
条
で
も
っ
け
て
飛
ば
し
た
や
う
／
そ
れ
だ
け
ど
こ
か
気

の
毒
だ
／
鳥
は
遷
り
　
さ
っ
き
の
声
は
時
間
の
軸
で
／
青
い
鑛
の
グ
ラ
フ
を

つ
く
る
／
　
　
…
…
き
ら
ら
か
に
畳
む
山
彙
と
／
　
　
　
水
い
ろ
の
そ
ら

の
縁
辺
…
…
／
鳥
の
形
は
も
う
見
え
ず
／
い
ま
わ
た
く
し
の
い
も
う
と
の
／

墓
場
の
方
で
蹄
い
て
ゐ
る
／
　
　
－
…
そ
の
墓
森
の
松
の
か
げ
か
ら
／

　
　
黄
い
ろ
な
電
車
が
す
べ
っ
て
く
る
／
　
　
　
ガ
ラ
ス
が
い
ち
ま
い
ふ

る
え
て
ひ
か
る
／
　
　
　
　
も
う
一
枚
が
な
ら
ん
で
ひ
か
る
…
…
／
鳥
は
い

つ
か
ず
っ
と
う
し
ろ
の
／
練
瓦
工
場
の
森
に
ま
は
っ
て
蹄
い
て
ゐ
る
／
あ
る

ひ
は
そ
れ
は
べ
っ
の
か
く
こ
う
で
／
さ
っ
き
の
や
っ
は
ま
だ
く
ち
は
し
を
っ

ぐ
ん
だ
ま
ま
／
水
を
呑
み
た
さ
う
に
し
て
そ
ら
を
見
上
げ
な
が
ら
／
墓
の
う

し
ろ
の
松
の
木
な
ど
に
、
／
と
ま
っ
て
ゐ
る
か
も
わ
か
ら
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
「
鳥
の
遷
移
」
下
書
稿
（
二
）
手
入
形
｝

　
下
書
稿
（
一
）
の
三
予
目
か
ら
、
一
一
行
目
ま
で
が
、
主
要
な
改
稿
部
分
で
あ
る
。

一
口
に
言
え
ば
、
ア
バ
ン
⑧
ギ
ャ
ル
ド
風
の
表
現
へ
の
改
稿
だ
が
、
「
さ
っ
き
の
声

は
時
間
の
軸
で
／
青
い
鑛
の
グ
ラ
フ
を
っ
く
る
」
と
改
め
る
こ
と
で
、
鳥
の
声
を
貫

く
時
間
軸
が
意
識
さ
れ
る
。
そ
れ
に
沿
っ
て
遡
る
の
に
併
せ
る
か
の
よ
う
に
、
詩
人

の
視
線
が
妹
の
墓
に
た
ど
り
っ
く
形
に
な
り
、
続
い
て
「
そ
の
墓
森
の
松
の
か
げ
か

ら
」
「
黄
い
ろ
な
電
車
が
す
べ
っ
て
く
る
」
と
な
れ
ば
、
亡
妹
ト
シ
の
影
は
濃
厚
に

な
る
。
こ
れ
が
次
の
「
休
息
」
に
結
び
っ
く
と
、
意
識
の
深
奥
へ
の
遡
行
と
結
び
っ

い
て
い
る
。

　
「
休
息
」
の
下
書
稿
（
二
）
は
切
り
抜
か
れ
て
、
下
書
稿
（
三
）
に
貼
り
つ
け
ら

れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
二
次
清
書
稿
の
補
正
的
手
入
形
と
位
置
づ
け
て
弓
用
す
る
。

　
　
二
九
　
　
休
息
　
　
一
九
二
四
・
四
・
四
・

な
か
ぞ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね

中
空
は
晴
れ
て
う
ら
ら
か
な
の
に
／
西
嶺
の
雪
の
上
ば
か
り
／
ぼ
ん
や
り
白

　
　
マ
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
も

く
淀
ん
む
の
は
水
晶
球
の
湯
り
の
や
う
、
／
　
　
…
…
さ
む
く
ね
む
た
い
ひ

る
の
や
す
み
…
…
／
そ
こ
に
は
暗
い
乱
積
雲
が
／
古
い
洞
窟
（
誤
字
を
校
訂
）

人
類
の
／
方
向
の
な
い
5
げ
庄
○
の
像
を
／
肖
顔
の
や
う
に
い
く
っ
か
掲
げ
／

時
間
の
軸
を
遡
る
と
く
春
と
修
羅
　
第
二
集
V
「
鳥
の
遷
移
」
考
（
木
村
）
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そ
の
こ
っ
ち
で
は
ひ
ば
り
の
群
が
／
そ
ら
い
ち
め
ん
に
な
い
て
ゐ
る
／
　
　
…
・
：

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
　
ロ
　
　
イ
　
　
ン

さ
む
く
ね
む
た
い
光
の
な
か
で
／
　
　
　
　
古
い
戯
曲
の
女
主
人
公
が
／

　
　
　
ひ
と
り
ま
こ
と
を
ち
か
ふ
の
だ
…
…
／
氷
と
藍
と
の
東
撤
櫨
山
地
か

ら
／
っ
め
た
い
風
が
吹
い
て
き
て
／
っ
ぎ
か
ら
っ
ぎ
と
水
路
を
わ
た
り
／
ま

た
あ
か
し
や
の
棟
あ
る
枝
や
／
す
が
れ
の
禾
草
を
鳴
ら
し
た
り
／
三
本
立
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ー
プ

た
よ
も
ぎ
の
茎
で
／
　
　
　
　
ふ
し
ぎ
な
曲
線
を
描
い
た
り
す
る
／

（
①
O
O
O
H
O
　
ρ
■
｝
一
）
／
風
を
無
数
の
光
の
点
が
浮
き
沈
み
／
乱

積
雲
の
群
像
は
／
い
ま
ゆ
る
や
か
に
北
へ
な
が
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
「
休
息
」
下
書
稿
（
三
）
手
入
形
｝

　
こ
の
推
敲
で
、
一
次
清
書
稿
に
「
ぼ
ん
や
り
白
く
淀
ん
で
ゐ
る
」
と
あ
っ
た
と
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
も

ろ
を
「
ぼ
ん
や
り
白
く
淀
ん
む
の
は
水
晶
球
の
湯
り
の
や
う
」
と
し
、
窓
の
外
の
世

界
を
「
水
晶
球
」
の
中
に
捉
え
直
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
外
界
が
水
晶
球
と
し
て
切

り
取
ら
れ
た
別
世
界
と
し
て
見
つ
め
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
「
さ
む
く
ね
む
た
い
ひ
る
の
や
す
み
」
と
挿
入
す
る
こ
と
で
、
「
ね
む
た
い
」

意
識
の
中
の
瞑
想
的
な
気
分
が
捉
え
た
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
「
鳥
の
遷
移
」
を
経
て
き
た
目
で
見
る
と
、
詩
人
は
時
間
軸
を
遡
り
、
原
初
の

我
と
も
い
う
べ
き
「
古
い
洞
窟
人
類
の
／
方
向
の
な
い
巨
げ
崖
O
の
像
」
に
遭
遇
し
た

形
に
な
っ
て
い
る
。

　
詩
群
全
体
の
構
成
を
見
る
と
、
作
晶
の
場
面
で
は
農
学
校
か
ら
出
発
し
て
農
学
校

に
帰
る
循
環
回
路
の
中
に
あ
っ
て
、
農
作
業
に
取
り
掛
か
る
最
初
の
日
の
情
景
に
始

ま
っ
た
詩
人
の
精
神
の
動
き
は
、
常
に
現
実
の
向
こ
う
側
の
世
界
に
目
を
注
ぎ
、
っ

い
に
人
間
精
神
の
渕
原
に
迫
る
形
に
な
っ
て
い
る
。
作
者
の
生
活
中
の
情
景
に
触
発

さ
れ
な
が
ら
、
詩
人
の
精
神
が
追
及
し
て
い
る
も
の
は
、
現
実
を
突
き
抜
け
て
時
間

の
軸
を
遡
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
作
晶
を
個
別
に
見
て
も
必
ず
し
も

明
確
で
は
な
い
も
の
が
、
詩
群
の
形
で
み
れ
ば
明
確
に
な
る
形
で
描
か
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
作
者
の
意
図
的
に
方
法
化
さ
れ
た
も
の
を
捉
え
て
も
、
不
当
で
は
あ
る
ま

い
。　

有
名
な
森
佐
一
宛
書
簡
に
「
『
春
と
修
羅
』
も
、
亦
そ
れ
か
ら
あ
と
只
今
ま
で
書

き
付
け
て
あ
る
も
の
も
、
こ
れ
ら
は
み
ん
な
到
底
詩
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
が
こ
れ

か
ら
、
何
と
か
し
て
完
成
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
、
或
る
心
理
学
的
な
仕
事
の

支
度
に
、
正
統
な
勉
強
の
許
さ
れ
な
い
間
、
境
遇
の
許
す
限
り
、
機
会
あ
る
度
毎
に
、

い
ろ
い
ろ
な
条
件
の
下
で
書
き
取
っ
て
お
く
、
ほ
ん
の
粗
硬
な
心
象
の
ス
ケ
ッ
チ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

し
か
あ
り
ま
せ
ん
」
と
記
し
た
、
そ
の
言
葉
通
り
の
実
践
を
見
る
思
い
で
あ
る
。
二

次
清
書
稿
段
階
の
わ
ず
か
な
改
稿
が
、
い
ず
れ
も
詩
群
構
成
を
緊
密
に
す
る
方
向
で

な
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
見
落
と
せ
な
い
。

四
　
お
わ
り
に

　
と
こ
ろ
が
こ
こ
ま
で
慎
重
に
展
開
さ
れ
て
き
た
こ
の
詩
群
に
お
い
て
、
三
次
清
書

稿
の
定
稿
ま
で
発
展
し
て
い
る
作
晶
は
、
「
早
春
独
白
」
と
「
休
息
」
の
二
篇
の
み

で
あ
る
。
こ
の
事
実
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
何
か
。
こ
れ
が
次
の
問
題
で
あ
る
。

　
『
校
本
全
集
』
の
編
集
者
は
、
校
異
凡
例
で
「
定
稿
用
紙
に
清
書
さ
れ
た
も
の
を

一
応
『
定
稿
』
と
よ
ぷ
が
、
文
語
詩
の
場
合
と
異
な
り
、
著
者
に
『
口
語
詩
定
稿
』

と
し
て
特
に
ま
と
め
て
決
定
稿
化
す
る
意
図
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
」

と
す
る
。
し
か
し
、
作
者
の
死
の
年
で
あ
る
一
九
三
三
年
六
月
に
な
っ
て
作
ら
れ
た

定
稿
詩
稿
用
紙
に
書
き
取
ら
れ
た
四
九
篇
（
未
完
成
稿
、
行
方
不
明
稿
を
含
む
）
の

存
在
と
、
三
二
二
番
「
産
業
組
合
青
年
会
」
の
詩
句
が
一
九
三
三
年
九
月
一
一
日
付
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書
簡
（
之
o
紅
o
・
o
・
）
の
下
書
の
裏
に
あ
り
、
三
二
六
番
［
風
が
吹
き
風
が
吹
き
］
の
定

稿
詩
稿
用
紙
の
中
断
稿
が
一
九
三
三
年
八
月
三
〇
日
付
書
簡
（
オ
o
．
亀
べ
）
の
下
書
に

使
用
さ
れ
て
い
る
事
実
は
、
む
し
ろ
文
語
詩
定
稿
の
成
立
後
も
作
者
の
死
の
直
前
ま

で
《
第
二
集
》
へ
の
手
入
れ
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。

　
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
作
者
の
死
に
よ
る
中
断
が
あ
る
と
し
て
も
、
二
次
清
書
稿
手

入
形
と
定
稿
と
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
か
は
、
作
者
の
詩
業
全
体
の
到
達
点

を
知
る
上
で
も
是
非
確
か
め
た
い
こ
と
で
あ
る
。
作
晶
を
比
較
す
る
限
り
、
二
次
清

書
稿
手
入
形
と
定
稿
と
で
は
、
近
い
も
の
が
多
い
。
当
面
す
る
詩
群
の
定
稿
が
あ
る

二
作
晶
に
つ
い
て
も
、
特
に
指
摘
す
べ
き
大
き
な
改
稿
部
分
は
見
当
た
ら
な
い
。

　
た
だ
、
定
稿
作
晶
の
選
択
の
仕
方
を
見
る
と
、
詩
集
の
最
初
か
ら
順
次
筆
写
し
て

い
る
の
で
も
、
詩
群
単
位
で
選
択
し
て
い
る
の
で
も
な
い
。
一
見
ど
の
詩
群
か
ら
も

少
数
ず
つ
を
、
随
意
に
選
ん
で
筆
写
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
が
全
集
編
集

者
に
詩
集
の
決
定
稿
化
を
放
棄
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、
さ
ら
に
詳
細
に
見
る
な
ら
ば
、
詩
群
全
体
が
定
稿
用
紙
に
書
き
写
さ
れ
て
い
る

《
一
九
二
四
年
秋
詩
群
》
の
場
合
は
、
詩
群
構
成
が
そ
の
ま
ま
維
持
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
取
り
上
げ
た
詩
群
に
お
け
る
定
稿
の
選
択
法
を
見
て
も
、
詩
想
の
中
核
を
成

す
作
晶
が
選
ば
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
は
一
次
清
書
稿
段
階
の
△
印
稿
や
㊧
印
稿
の
選
択
方
法
に
類
似
し
た
と
こ
ろ

が
あ
る
。
ど
の
詩
群
で
も
、
お
お
む
ね
そ
の
段
階
に
お
い
て
基
準
的
作
晶
や
中
核
的

作
晶
に
△
印
や
㊧
印
が
付
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
も
し
㊧
印
稿
を
も
っ
て
、
一

次
清
書
稿
段
階
の
詩
群
構
成
の
基
準
的
作
晶
と
考
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
は
作

者
の
作
業
手
順
を
垣
間
見
せ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
現
在
残
る
定
稿
乍
晶
に
も
、
三

次
清
書
稿
段
階
の
詩
群
構
成
の
基
準
的
作
晶
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
な
お
、
こ
う
し
た
問
題
は
、
詩
集
全
体
の
詩
群
相
互
の
有
機
的
構
成
と
そ

時
間
の
軸
を
遡
る
と
く
春
と
修
羅
　
第
二
集
V
「
鳥
の
遷
移
」
考
（
木
村
）

の
変
容
を
追
認
す
る
中
で
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
、

し
て
お
き
た
い
。

注
1234

今
は
次
の
検
討
課
題
と

　
作
者
が
晩
年
に
詩
稿
を
整
理
し
て
い
た
黒
ク
ロ
ス
表
紙
の
裏
に
「
心
象
ス
ケ
ッ
チ
／

春
と
修
羅
／
　
第
二
集
／
／
大
正
士
二
年
／
大
正
十
四
年
」
と
あ
る
。

　
作
晶
番
号
の
錯
綜
の
原
因
の
整
理
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
『
春
と
修
羅
　
第
二
集
』

に
お
け
る
作
晶
番
号
と
創
作
日
付
に
関
す
る
一
考
察
」
（
「
宮
沢
賢
治
研
究
＞
旨
毒
H
」

く
O
；
　
　
H
⑩
寵
．
。
）
参
照
。
な
お
、
天
沢
退
二
郎
氏
は
「
『
春
と
修
羅
』
第
一
集
か
ら

第
二
集
へ
－
日
付
と
作
晶
番
号
を
め
ぐ
っ
て
1
」
（
「
国
文
学
・
解
釈
と
教
材
の
研

究
」
お
虞
・
ド
）
に
お
い
て
、
筆
者
が
二
七
番
「
鳥
の
遷
移
」
を
差
し
替
え
稿
と
認
め

た
旨
を
記
さ
れ
て
い
る
が
、
筆
者
の
真
意
を
本
稿
で
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。

　
《
第
二
集
》
全
体
の
構
成
と
そ
の
変
容
過
程
に
つ
い
て
は
、
別
稿
「
《
春
と
修
羅

第
二
集
》
の
構
想
。
試
論
　
　
二
次
清
書
稿
段
階
を
中
心
に
ー
」
（
「
国
語
と
国
文
学
」

7
1
巻
1
2
号
　
H
Φ
虐
．
富
・
）
参
照
。

　
『
校
本
全
集
』
の
校
異
に
お
い
て
詩
稿
の
第
一
形
態
を
「
鉛
筆
で
き
れ
い
に
書
か
れ

た
も
の
」
あ
る
い
は
「
罫
を
用
い
て
、
鉛
筆
の
や
や
崩
し
た
字
体
で
書
か
れ
た
も
の
」

と
す
る
詩
稿
を
清
書
稿
と
す
る
と
、
　
《
第
二
集
》
で
は
、
同
一
作
品
で
こ
れ
を
三
種
あ

る
い
は
そ
れ
以
上
を
持
つ
も
の
が
多
数
あ
る
。
ま
た
、
主
要
な
も
の
だ
け
で
赤
罫
用
紙

稿
、
黄
罫
2
2
系
用
紙
稿
、
定
稿
用
紙
稿
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
赤
罫
用
紙
稿
段
階
だ
け
で

二
種
（
あ
る
い
は
三
種
）
の
清
書
稿
を
持
つ
作
晶
が
六
五
篇
あ
っ
て
、
最
後
の
編
集
は

定
稿
で
あ
る
。
赤
罫
用
紙
稿
は
初
め
の
二
度
の
編
集
に
際
し
て
の
清
書
稿
。
黄
罫
2
2
系

用
氏
稿
に
は
赤
罫
用
紙
稿
を
切
り
貼
り
し
た
も
の
が
多
い
か
ら
二
次
清
書
稿
の
補
遺
・

補
正
稿
に
当
た
る
と
推
定
さ
れ
る
。
赤
罫
用
紙
稿
で
一
つ
の
清
書
稿
し
か
無
い
作
晶
に

は
、
早
い
時
期
の
生
前
発
表
が
み
ら
れ
、
用
紙
の
裏
が
他
の
作
晶
の
草
稿
に
流
用
さ
れ



26

時
間
の
軸
を
遡
る
と
く
春
と
修
羅
　
第
二
集
V
「
鳥
の
遷
移
」
考
（
木
村
）

　
て
い
る
の
で
一
次
清
書
稿
で
あ
る
。
最
初
の
清
書
稿
よ
り
早
い
段
階
の
下
書
稿
（
一
）

　
が
草
稿
的
に
書
か
れ
て
い
る
作
晶
に
は
、
遅
い
時
期
の
生
前
発
表
し
か
な
く
、
一
次
清

　
書
稿
手
入
形
に
っ
け
ら
れ
て
い
る
㊧
印
や
△
印
を
持
っ
詩
稿
が
無
い
◎

　
　
な
お
、
こ
の
推
定
は
、
現
在
の
通
説
で
あ
る
杉
浦
仮
説
（
『
宮
沢
賢
治
－
明
滅
す

　
る
春
と
彦
羅
　
　
』
（
蒼
丘
書
林
－
8
ω
H
）
）
に
抵
触
す
る
。
杉
浦
説
は
昭
和
三
年
頃
構

　
想
さ
れ
て
い
た
一
次
の
《
第
二
集
》
と
し
て
、
一
次
清
書
稿
手
入
形
に
㊧
印
が
あ
る
1
7

　
篇
と
、
㊧
印
と
△
印
が
あ
る
2
6
篇
を
充
て
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
数
が
、
詩
集

　
の
最
後
の
作
晶
の
原
稿
の
余
白
に
記
さ
れ
た
計
算
式
（
畠
十
轟
1
l
c
．
o
。
）
の
数
値
と
近
似

　
す
る
と
い
う
の
が
そ
の
根
拠
で
あ
る
。
㊧
印
や
△
印
を
あ
る
種
の
作
晶
選
択
符
号
と
見

　
る
こ
と
に
は
、
筆
者
も
異
存
が
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
に
詩
稿
全
体
を
位
置
づ
け
る
見

　
通
し
は
な
く
、
多
数
あ
る
原
稿
の
余
白
に
記
し
た
計
算
式
の
中
で
、
こ
の
数
値
を
詩
集

　
全
体
の
作
晶
数
の
計
算
式
と
す
る
艮
拠
が
薄
弱
で
、
も
し
、
こ
の
式
が
㊧
印
や
△
印
を

　
付
し
た
作
晶
数
を
示
す
と
し
て
も
、
《
第
二
集
》
の
作
晶
数
が
こ
れ
に
だ
け
に
限
定
さ

　
れ
る
根
拠
は
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
4
3
篇
が
、
必
ず
し
も
次
の
段
階

　
に
継
承
さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
次
清
書
稿
9
0
篇
、
二
次
清
書
稿
8
3
篇
と
も
開
き
が
大
き
す

　
ぎ
る
点
に
疑
問
が
残
り
、
詩
稿
の
全
本
像
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
時
、
妥
当
性
を
欠
く
。

5
　
拙
稿
「
旅
の
果
て
に
見
る
も
の
は
－
《
春
と
修
羅
　
第
二
集
》
三
陸
旅
行
詩
群

考
－
」
（
「
国
文
学
孜
」
H
偉
号
　
お
⑩
卜
鼻
掲
載
予
定
）
「
魂
の
修
学
旅
行
－
《
春

　
と
修
羅
　
第
二
集
》
修
学
旅
行
詩
群
考
－
」
（
「
近
代
文
学
試
論
」
3
2
号
　
H
㊤
虐
畠

　
掲
載
予
定
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
さ

6
　
「
美
し
い
自
然
の
背
後
に
は
ー
《
春
と
修
羅
　
第
二
集
》
　
［
そ
の
洋
傘
だ
け
で
ど

　
う
か
な
あ
］
考
1
」
（
「
き
の
く
に
国
文
1
－
教
育
と
研
究
1
」
創
刊
号
　
お
8
。
。

　
掲
載
予
定
）

7
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
　
《
春
と
修
羅
第
二
集
》
と
「
花
鳥
図
譜
」
構
想
の
関
係
で
、

　
別
稿
を
用
意
す
る
。

8
　
伊
藤
眞
一
郎
「
黄
い
ろ
な
あ
か
り
を
点
じ
電
車
は
い
っ
さ
ん
に
は
し
カ
ー
『
早
春

独
白
』
再
読
－
」
（
「
宮
沢
賢
治
研
究
＞
昌
量
－
」
く
O
H
・
H
　
お
胃
　
．
ω
，
）
参
照
。

9
　
原
子
朗
『
宮
沢
賢
治
語
彙
辞
典
』
（
東
京
書
籍
）
に
旨
摘
が
あ
る
。

1
0
　
「
岩
手
日
報
」
一
九
二
四
年
二
月
一
六
日
、
一
九
日
、
二
九
日
、
三
月
一
日
、
五
日
、

　
六
日
、
七
日
、
九
日
、
一
五
日
、
三
〇
日
の
記
事
に
よ
る
。

1
1
　
鈴
木
健
司
『
宮
沢
賢
治
幻
想
空
間
の
構
造
』
（
お
㊤
卜
F
蒼
丘
書
林
）
で
は
、
こ

の
作
晶
に
性
欲
の
問
題
を
読
み
取
っ
て
お
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
、
詩
群
と
し
て
の
テ
ー
マ

の
統
一
性
は
一
層
緊
密
に
な
る
。

1
2
　
書
簡
番
号
b
．
8
。
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
二
月
九
日
付
森
佐
一
宛
。


